


















はじめに 

 近年における医学の進歩は疾病構造を大きくかえつつある。感染症治療の進歩,新生児管

理技術の向上などにより,種々の心身障害児の平均生存年令は著しく延長した。しかし,こ

れらの患児のもつ障害の多様性のゆえに,平均生存年令の延長を手ばなしで喜ぶわけには

ゆかない。日常における健康管理についても,それぞれの障害に対する十分な理解がなけれ

ば,実を伴なう健康管理はできない。さらに,生存年令の延長に伴なって生ずる患児自身と

社会とのかかわり合いや,親と社会とのかかわり合いの中で,種々の問題点が浮び上ってき

ている。そこで,われわれは数年前より,厚生省心身障害研究班の中で,傷つきやすい集団

Vulnerable group としての障害児の保健指導・教育の問題を含めて,出生後より乳児期,幼

児期学童期に至るまでの小児期全般の健康管理システムを模索してきた。本研究班では,

心身障害児の代表として出生1,000当り1(本邦年間出生数約1,500)といわれているダウン

症児に焦点をあて、「ダウン症児健康手帖」の作成,ダウン症児の発育に関するパーセソタ

イル曲線の作成,心身障害統合保育に関する問題点の 3点について研究した。 


